
 
2020年 11月 13日 第 3343回例会 

     ガバナー公式訪問      於： 横須賀商工会議所 

＜点鐘・開会＞ １２：３０ 岡 田 会長 

＜斉    唱＞ 「手に手つないで」 

＜ゲスト紹介＞ ＊国際ロータリー第 2780地区ガバナー         久保田 英 男 様 

          ＊国際ロータリー第 2780地区第１グループＡＧ    田 邉 一 三 様 

          ＊国際ロータリー第 2780地区第１グループＡＧ付幹事 渡 邉   磨 様 

＜ビジター紹介＞ ＊東京原宿ロータリークラブ会長エレクト       高 梨 一 郎 様 

＜会 長 報 告＞ ＊第５回理事役員会 報告 

 ＊ガバナー事務所より 

  ・ロータリーレート変更のお知らせ 

    １１月１日より １㌦１０４円（現在１０５円） 

  ・インドへの緊急国際支援要請に対するご協力の御礼 

    （総額 １，７２２，７３３円《＄１６，４０７》） 

＜委員長報告＞ ＊親睦活動委員会 八木委員長より Look for Treasure at Peninsula 御礼 

＜２０２１年国際大会（台北）について＞  

 ＊国際大会（台北）委員会 小沢アドバイザーよりご案内 

ロータリー国際大会 in 台湾・台北 2021年 6月 12日～16日 

                ※大会へのご登録（早期登録で割引料金をご利用ください） 

登録〆切日 登録料 

2020年 12月 15日 ＄365 

2021年 3月 31日 ＄440 

2021年 4月1日以降 ＄515 

＜幹 事 報 告＞ ＊ガバナー月信 No. ５ 

＜出 席 報 告＞ ＊出席委員会 小林（一）委員長より１１月１３日の出席報告 

会 員 数 出席対象者数 出席数(ZOOM出席数) 欠 席 数 ﾒｰｸｱｯﾌﾟ数 出 席 率 

１１８名 １０９名 ８４名（７名） ２５名 １１名 85.59％ 

＜ニコニコ報告＞ 

 ・久保田ガバナー コロナ禍は、様々なことを急速に変えてしまいましたが、ロータリー精神は変わるこ 

          となく仲間の絆を強くし、この難局を乗り切りましょう。楽しみにしておりました。 

          本日はよろしくお願い致します。 

 ・高 梨 一 郎 様（東京原宿ＲＣ 会長エレクト）東京原宿の高梨です。出席できてニコニコ。 

 ・田邉第１グループガバナー補佐 今日は会員でなくガバナー補佐としてよろしくお願いします。 

 ・三    役 国際ロータリー第2780地区ガバナー久保田英男様、ようこそお出でくださいました。 

         本日の卓話よろしくお願いいたします。 

 ・大 石、比 護、中村（清）、加藤（淳）、畑、Loknath、波 島、福 西、渡辺（重）、 

  渡 邉、大 竹、二 瓶、小 平、石 田、小 沢、長 尾、上 林、小佐野、 

  鈴木（康）、江 沢、藤 村、角 井、立 石、小山（美）、齋藤（秀）、小林（一）、北 村、 

  杵 渕、勝 間、新倉（良）、谷、澤 田、若麻績、徳 永、飯 塚、高橋（隆）、 

  小林（康）、長 坂、猿 丸、根 岸、前 田、勝 見、小山（陽）、齋藤（眞）  各会員 

         国際ロータリー第2780地区ガバナー久保田英男様、ようこそお出でくださいました。 

 ・三    役 東京原宿ＲＣ会長エレクト 高梨一郎様、遠路ようこそお出でくださいました。 

 ・田 村、齋藤（眞）  両会員 東京原宿ＲＣ会長エレクト 高梨一郎様、ようこそお出でくださいました。 

         例会をお楽しみください。 

 ・中村（正）、臼 井 両会員 入会月祝いとして 



 ・八 巻、岡 田、三 堀、松本（明）、木 村、川 出、鷲 尾、波 島、髙橋（秀）、福 西、 

  瀬 戸、臼井、後 藤、加賀本、小 沢、長 尾、八 木、小佐野、鈴木（康）、勝 間、 

  飯 塚、高橋（隆）、根 岸、小山（陽）、前 田、勝 見、齋藤（眞）、田 邉 各会員 

         石田会員、財務大臣表彰おめでとうございます。 

 ・三    役 先週の Look For Treasure at `Peninsulaご参加頂きありがとうございました。お蔭様 

         で無事に終了することができました。 

 ・八 木、小保内、岩 﨑、角 井、若 松、勝 間、澤 田、高橋（隆）、鈴木（豊） 各会員 

         先週の Look For Treasure At Peninsulaツアー、天気に恵まれて良かったですね。 

         幼稚園児たちにも機会を提供できてよかったです。高橋隆一会員、渡辺重博会員お見送 

         り有難うございました。 

 ・田 中 会員 皆さん、コロナに負けるな！感染対策しっかりしようね！ 

 

 

＜卓 話＞                         国際ロータリー第２７８０地区 

                                  ガバナー 久保田 英 男 様 

今日が６２回目の公式訪問で

す。６２回目にして緊張している

のは、横須賀クラブがこの地区の

中で一番歴史が古く、会員数の多

いビッグクラブだからです。 

今年度は、新型コロナウィルス

の深刻な感染拡大によって、ホノ

ルルの国際大会をはじめ様々な行

事が中止になるという、前代未聞

の半年間を過ごして参りました。

そこで、会場に集合しての会議や

研修をオンラインに切り替えて実

施しました。その半年間を乗り越

えて、このように公式訪問をさせ

ていただき、直接皆さんとお会い

して話すこと、何かを通してでは

なく皆さんの声を生で聞くことがいかに大事なのかを凄く感じました。ビジュアルによる説明が分かりやす

いことは十分わかっています。しかしながら、６６ものクラブ訪問の際にはツールを使うのではなく、自分

の言葉でお話しさせていただき、懇談会ではしっかりと皆さんのお話しをこの耳で聞こうと、一切画像ツー

ルを用意せず、こうして訪問させていただいています。訪問の際にもう１つ思うことがあります。それは、

ひとつひとつのクラブの活性化の大切さです。そのためには、情報を伝えるだけではなく、訪問するクラブ

の皆さんと同じ目線で一緒に考えることを心がけています。今この時点では、横須賀クラブのメンバーとし

てお話しをさせていただいています。ひとつひとつのクラブが元気になっていくことがいかに大事なのか、

このコロナがある意味教えてくれたのだと思います。コロナ禍の中で、奉仕活動も何もできないという声を

聞きます。クラブの例会もお互い向き合って懇談していたのが、今はスクール形式で会話も制限するなど、

本来の例会の姿ではないのかもしれませんが、それでもこうして、皆さんが集まって懇親の場を設けて一生

懸命勉強していこうとする気持ちは嬉しく思います。また、オンラインでの参加も可能とするなどの工夫も

例会に参加したい、させたいとの熱意を感じますが、少しでも早く本来の例会の姿に戻れるようにならない

ものかと思っています。非常に厳しい状況が続く中で、どのようにしてこの１年を乗り切っていくのかを考

えていかなければならないと思います。 

 国際ロータリーのホルガー・クナーク会長はドイツの方です。「ロータリーは、機会の扉を開く」という

テーマを掲げていらっしゃいます。本当に機会の扉は開かれています。どの扉をくぐり、どのような人達と

その機会を開くのか、そして開くだけではなくて実を結ぶようにしていかなければと思っています。このコ



ロナ禍の中でどのようにしてクラブを活性化させていくのか非常に厳しい状況となっています。残念ながら

コロナの影響で国際ロータリーは、１２０万人いた会員が１１７万人を少し切るくらいまで減少してしまい

ました。今は１１８万人まで戻ってきましたが依然として厳しい状況が続いています。当地区におきまして

も前年度と比較しますとマイナス１００という３桁の減少となっています。現在では、２，２００人の会員

の方が残ってくれて、何とかしてロータリークラブを守っていこうと必死に頑張ってもらっています。その

方達と一緒に機会の扉を開いて、そして実を結ぶように頑張っていきたいと思っています。 

 先ほど小沢アドバイザーよりお話しいただきました国際大会を開催できれば嬉しい限りです。当地区では

３００人の参加が目標とされています。今日現在、６７名の登録のみとなっています。１２月１５日までは

３６５ドルの価格で登録できますが、それを過ぎると４４０ドルでの登録となりますので早めの登録をお勧

めします。今年の地区大会は、本来ならば開催期間２日間のところをわずか半日に短縮し、そして残念なが

ら出席者も制限しての開催となりました。故に、皆さんが参加できる機会を作れればと思い国際大会の話し

をさせていただきました。私は、モントリオールで開催されました国際大会に初めて参加しました。世界中

のロータリアンが集まり様々なことを学び、ロータリーの面白さを知って、のめり込むことになりました。

ぜひ世界大会を経験していただいて、そしてご家族にも見ていただきたいと思います。 

 コロナ禍の中で私は、無理して例会への参加を求めないでほしい、無理して集まらないでほしいと思って

います。ご本人の気持ちの他にも家族や職場の方の気持ちを考えてのことです。ロータリーは、こういう状

況の中でも気を付けて集まり、そして、それぞれの声を聞きながら行動していることを世間の人達に分かっ

てもらいたいと思っています。私達が地域のリーダーとしてロータリークラブを運営してためには、地域の

目を意識していくことが重要だと思っています。地域のリーダーであるロータリーのブランドを皆さんが背

負っていることを意識していただきたい。会員がどんどん減っています。増やすのが我々の責務だと思いま

す。今すぐ増やせなくてもコロナの状況下で、しっかりと実績を積み上げていくことがブランドの向上にな

り会員が増えていくことになると思います。会員を増強することは、英知を高めクラブの質を高めることに

なります。こういう時だからこそ財団や米山が必要なのです。米山の寄付金は、日本に多く滞在する留学生

達の糧となっています。インドでは、コロナのためにポリオワクチンを接種できていません。ロータリーか

らの寄付金でコロナ専用の救急車を作って感染拡大を防ぎ、ポリオワクチンを接種していきたいと思ってい

ます。ＷＨＯの発表によりますと、ナイジェリアでポリオが根絶したとのことです。世界中からポリオを根

絶するには、あと少しです。私達の子供達をポリオから守るためにもポリオを根絶しましょう。 

 今は、準備する時です。動けるようになった時にロータリーのパワーでより良い社会にしていきましょう。 

 今日は、貴重な時間をいただきありがとうございました。 

 

 

＜閉会・点鐘＞  １３：３０ 岡 田 会長 

 

                                    週報担当 畑   宏 明 


